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東京の 「広域ゼロメートル市街地」　～恵みと脅威～

これまでの取り組み
～新小岩北地区 地域の底力～

A.P.… 干潮時の荒川河口付近における海水面を基準とした標高

東京のゼロメートル地帯

シンポジウム
「大規模水害に地域で備える」

～『広域ゼロメートル市街地』における地域住民の取り組み～
（2008 年 5 月）

第７回ＷＳ　身近なところで今後の進めるべき対策を検討する
（2009 年 5 月）

第６回ＷＳ　ＧＩＳを利用した防災地理情報の作成と共有
～そして WS による課題の抽出～

（2009 年 4 月）

テーマ「水害に対して皆さんで何ができるかを考える」

第３回ＷＳ　自助・共助の備え方を考える（2007 年 4 月）

第２回ＷＳ　地域の防災体制を確認し，自助，共助の考える
　　べきことを明確にする（2007 年 1 月）

第 1回ＷＳ　水害の危険性を自分の問題として理解する
（2006 年 12 月）

テーマ「短期的対策を実践に移し，長期的対策を具体的に検討する」

第４回ＷＳ　ハザードマップの理解と現状の課題の理解
（2007 年 12 月）

第５回ＷＳ　長期的対策の目標像と被災生活イメージの共有
（2008 年 2 月）

まち歩きで市街地よりも川の水面が
高いことを実感（ＷＳ）

水害時の対応について議論（ＷＳ）

ボート乗船下船体験の様子ボート乗船下船体験の様子

シンポジウムの様子

ボート乗船下船・親水体験イベント
～葛西海浜公園へ行こう～

（2007 年 11 月）

「川から街を見る」
  地域交流・情報交流会

（2008 年 3月）

　葛飾区新小岩北地区では，「自助・共助による水害への備え」，「将

来の市街地像のあり方」をテーマに専門家（広域ゼロメートル市街地

研究会），ＮＰＯ，地域の連合町会の３者が一体となって議論を進めて

参りました．平成 18 年度から合計 7回のワークショップ（ＷＳ），ボー

ト乗下船や川から街をみるといったイベントを積み重ね，地域として

取り組むべき対策について検討を行ってきました．

 　

　葛飾区新小岩北地区において，これまで活動を行ってきましたが，ワークショップの

回数を重ねるに連れて，地域の方が自分たちの町会で独自の訓練を行ったり，ワーク

ショップの中でも中心的な役割を担い，議論が主導されるようになってきています．

　ここでは，地域の方が中心となって行われている取り組みを紹介します．

水害が発生した場合，

赤いテープの高さまで

水が来る恐れがあります．

東立石 3 丁目
想定浸水深 4.0ｍ

新小岩 1 丁目
想定浸水深 2.0ｍ

中川七曲りの親水テラス

中川
七曲り

第6回ＷＳ「ＧＩＳを利用した防災情報の作成と共有」

　この助成事業は、町会・自治会が行う地域の課題を解決するための先駆的な取組や地域

の活力を増進し、住民相互の「共助」を推進する事業に対して、東京都が助成金を交付す

るものです．

　新小岩北地区連合町会は2009年度の助成事業対象団体に採択されました．2009年 11月

に「葛飾区荒川洪水ハザードマップ」に基づく荒川の水害を想定した避難訓練，及び避難

生活に備えた炊き出し訓練を実施する予定です．

東京都「地域の底力再生事業助成」対象団体への採択

　新小岩北地区のある町会では，これまでの

ワークショップに参加してきた方が中心と

なって，水害が発生した場合を想定した避難

訓練を行いました．ハザードマップに示され

ている避難場所まで避難する訓練で，このよ

うな訓練は葛飾区内でも初めての取組みで

あったようです．

　そして，訓練の様子をニュースにまとめ，

町内に回覧することで，町内での情報の共有

にも取り組んでいます．

新小岩北地区のある町会の水害時避難訓練の事例

第6回ＷＳの様子

避難訓練実施のニュース

　東京には，地下水の過剰な汲み上げに伴う地盤沈下によって水面下となった高密，広域の市街地（「広域ゼロメートル市街地」）があります．葛飾区，江戸川区

を始めとする「広域ゼロメートル市街地」において大規模水害が発生した場合，大きな被害が生じることが予想されます．さらに，近年地球規模の気候変動の影響

により，そのリスクは徐々に高まっています。

　我々，「ア！安全快適まちづくり」と「広域ゼロメートル市街地研究会」は，地域の方とともに広域ゼロメートル市街地における大規模災害への備え方を検討し

ています．同時に，川を脅威とみなすだけでなく，市街地の魅力を高めるポテンシャルを秘めた資源としてとらえ，将来のあるべき市街地像についても議論を行っ

ています．

荒川河口部から上流を見る
（「川から街を見る」）

議論の結果を共有

水害に対する脆弱性に目がいきがちであるが，

同時に川の恵みを生かしたまちづくりを考え

ていくことも重要である．

荒川

新中川

ＪＲ総武線
新小岩駅

主催：東新小岩7丁目町会

（主催：東新小岩7丁目町会）

大規模水害への備えを通じたまちづくりアクション大規模水害への備えを通じたまちづくりアクション

新小岩宣言新小岩宣言
一、ゼロメートル市街地における大規模水害への備えを一、ゼロメートル市街地における大規模水害への備えを

地域からはじめます．地域からはじめます．

一、お年寄りから子どもまで多世代の交流をすすめ，コ一、お年寄りから子どもまで多世代の交流をすすめ，コ

ミュニティを元気に再生します．ミュニティを元気に再生します．

一、行政を越えた，地域どうしの協力を進めます．一、行政を越えた，地域どうしの協力を進めます．

一，住民，地域の小中学校，ＰＴＡ，ＮＰＯ，企業，行一，住民，地域の小中学校，ＰＴＡ，ＮＰＯ，企業，行

政はお互いに協力し，大規模水害に備える活動計画政はお互いに協力し，大規模水害に備える活動計画

の具体化に向けた活動を行います．の具体化に向けた活動を行います．
（2008年5月10日 シンポジウムにて）

　2009年4月に行われたワークショップは，

一連の取り組みの中で初めて町会の主催によ

り行われました．町会の方が事前に講習を受

けた上で，ＧＩＳを利用して，水害発生時に

想定される地域の被災状況を説明しました．

　地域のことを良く知っている人ならではの

語りとＧＩＳが組み合わさった非常にわかり

やすい説明が印象的でした．

　この説明のあと，参加者たちもＧＩＳを使

いながら，水害に対して何ができるかを議論

しました．

将来の市街地像を議論（ＷＳ）


